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①第25回参議院議員通常選挙 年代別投票率

7月21日（日）に執行された参院選の年代別投票率
（抽出調査）を公表しました。前回の参院選・衆院選
と比較すると、20代をボトムに年齢が上がるにつれて
上昇する傾向は同様でしたが、その上昇率（右グラフ
参照）が緩やかになっていました。
年齢を重ねるとともに、社会との接点が多くなり、

政治や選挙に対する関心が向上する等により投票率
が上昇する傾向自体を変えていくのはハードルが高い
ですが、18歳→20代の減少の幅を少なくすること、
また、第一子が生まれ、社会との関わりを意識しやすくなる30代などの投票率
向上についても考えていく必要があると思います。
【参考URL】
http://www.soumu.go.jp/senkyo/senkyo_s/data/sangiin25/index.html
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③若者リーダーフォーラム開催＠愛知［明るい選挙推進協会］

10⽉19（⼟）、20⽇（⽇）に、名古屋サンスカイルーム（名古屋市中区）に
おいて、若者リーダーフォーラム（東海北陸・近畿ブロック）を開催します。
フォーラムでは、１日目には、愛知学院大学総合政策学部の森正教授からの

若者の投票率に関する講演、名古屋工業大学の上原直人准教授による政治的リ
テラシー向上のためのワークショップを行い、２日目には、名古屋経済大学法
学部の高橋勝也准教授からの主権者教育に関する講演、右京区学生選挙サポー
ター等３団体の若者啓発グループからの活動報告等を予定しています。東海北
陸・近畿ブロックの皆さまの積極的なご参加をお待ちしております。詳しくは、
下記の【問合せ先】にご連絡ください。

【問合せ先】（公財）明るい選挙推進協会 Tel：03-6380-9891 

主権者教育だよりへの情報掲載について
主権者教育だよりでは、主権者教育や選挙啓発に関する総務省や各選管などの取組を広く情報発信しています。

自分たちの取組みやイベントを紹介してほしいという希望にも可能な限りお応えしますので、是非ご連絡ください。
なお、配信は毎月月末を予定しています。
【問合せ先】総務省自治行政局選挙部管理課選挙啓発係 内山･堀籠･磯部 Tel：03-5253-5574 FAX:03-5253-5575

⑤主権者教育アドバイザー紹介 杉浦 真理（立命館宇治中学校高等学校教諭）

主権者教育として、１８歳選挙権、１８歳成年、模擬請願、地域活性化のワーク、ディ
ベートなどの主権者教育のプログラムの研修を提供してきています。そして、それぞれの
テーマで、すぐに活かせる教育プランを自力で考えてもらうお手伝いをしています。
そのために、知識伝達を最小にして、ワークショップを実施します。対話的で協調的で

深い学びを誘発できるように、授業プランの作成や、地域活性化の
取り組みの授業計画、課外授業のワークを作ってみるなどを行なっ
てきて、そのプランに助言します。自主的な主権者教育のプラン
ニングを目指して、教育プログラム完成への手順を体得して
いただきます。
この研修は、自らの学校、明るい選挙の啓発活動、市民の研修、

地域おこしの市民をエンパワーする方法論などを参加者は身につけ
られます。

④G-Vote18は次のステップへ【群馬県】

群馬県では、大学生が継続的・主体的に選挙啓発事業を展開するため、

昨年度、大学生によって構成される「G-Vote18」を発足しました。

大学生が主体的に事業に参加できるよう、今年度は、

①過去の選挙時啓発の評価・見直し、②知事選・参院選での啓発、

③知事選・参院選の振り返り、④選挙後の啓発活動 と事前に計画を立て、

効果的な事業展開となることを意識して取り組んでいます。

知事選・参院選の選挙啓発を振り返ったところ、学生から「一票の大切

さや価値を分かりやすく伝えたい」という意見があり、9月5日、19日に

県内の大学２校で実施した啓発活動の際は、「現実にくじで当選人が決ま

った事例」を紹介すると、会場から驚いたような反応が返ってきました。

選管サイドとしては、当たり前の事柄でも、大学生にとっては、分かり

やすい「伝わるメッセージ」となる場合もあるものと実感しました。

今後は、G-Vote18と協力して「選挙をより身近に感じられる」教材作り

に取組む予定です。②選挙出前授業見本市を実施しました＠福岡市！

9月18日（水）福岡市において明推協、総務省の共催により見本市が開催さ
れました。当日は選管や名推協の職員等約100名が参加し、参加者を生徒に見
立てた授業などが行われました。
見本市を終えて、９割超の参加者の方が内容について「よかった」と回答し

た他、「同じ選管の取組なので取り入れやすい」「いわゆる事例紹介と異なり、
実際の出前授業をイメージできた」「講義だけでなく参加型の授業とすること
が効果的と感じた」「学校側との事前調整の重要性が分かった」などの感想が
寄せられました。
出前授業見本市については、本年度は３月に東京で開催する予定ですので、

今回参加できなかった方は奮ってご参加ください。

模擬請願ｉｎ宇治市議会

選挙時啓発を振り返る
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大学での啓発活動の様子

（今回）上昇率が穏やかに
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